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令和４年度・第７回未来会議（全体会） 議事録 

鹿ノ台未来まちづくり会議（未来会議）会長  須都 紘 

・ 副会長兼書記・広報  伊藤 智子 

日時：令和４年１０月２３日（日）１３：３５～１６：１０ 

会場：西集会所 

出席者：（順不同、敬称略） 

須都 紘（会長）、黒部 實（副会長）、伊藤 智子（副会長・書記・広報） 

鎌田 卓（事務局長・会計）、田口 信義、中谷内 政之、中世古 昭一、鈴木 豊、 

山田 勲、黒田 勝行、谷猪 富貴子、山田 修、平井 誠三、三室 哲哉、山地 祐輔、

渡辺 昇、 

中尾 節子（オブザーバー）、平尾 英城（オブザーバー） 

欠席：蔵田 かほり、 

配布資料 

連合会役員との連絡会 

① 議題 

② 「たけのこ・ふれ愛 in 鹿ノ台」チラシ 

③ 分科会報告書「高齢者にやさしい支え合いのまちづくり」 

④ 鹿ノ台”森のコンサート“企画 

⑤ 生駒市コミュニティバス『たけまる号』鹿ノ台線・奈良テレビによる放映の件（報告） 

⑥ 生駒市コミバス『たけまる号』鹿ノ台線・実証運行乗車実績（人数）9 月度 

生駒市コミバス『たけまる号』鹿ノ台線・実証運行実績分析(令和４年９月) 

新規の傍聴者自己紹介 

・ 北３丁目の平尾英城さん：約１０年前に市内から転居してきて、

2 人の子どもがいる。生駒市に勤務している。未来会議がどのような

ことをしているのか知りたくて傍聴を希望した。未来会議に参加さ
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せていただきたいと考えている。市職員として昨年の鹿ノ台の防災

訓練に携わった。 

須都 未来会議会長より 

・ 前回の連合役員会との合同連絡会については、議論する時間が

なかったとのコメントも頂いている。今年初めての連絡会だったの

で、詳しい説明に時間を取られた。事前に自治連合会からの意見も集

約しておいて欲しいとお願いはしたが、十分でなかった。次回は工夫

して議論をしていきたい。 

・ 「オータムフェスタ 2022」(第 7 回)を１０月 5 日から１１月１

日まで開催している。コンサートは終わったが、各種展示会をいきい

きホール２階で開催中。キッズダンスや幼児体操、および、２６日に

はおもちゃの病院、３０日には鹿ノ台中学校吹奏楽部の演奏も予定

している。このフェスタは、地域住民の皆さんの文化・芸術活動の発

表の場として、また住民相互の交流・親睦の場として、2015 年にい

きいきホール開館以来、毎年開催している。開会式とコンサートはネ

ットライブ配信をした。録画もあるので、お知らせした URL からぜ

ひ鑑賞してほしい。交流サロンでは月・水・金、コーヒーとドーナツ

を提供しているので利用して欲しい。 

分科会からの報告 

子育て分科会：たけのこ・ふれ愛 in 鹿ノ台 

・ 休日の子ども向けイベントとして、１１月６日(日)にふれあいホ

ールといきいき広場で実施する。案内のチラシを１０月初頭に小学

校・中学校・幼稚園・保育園に配布した。定員１００名を大幅に超え

る１４８名の応募があり、数日で締め切った。生駒市の家庭教育支援

チームたけのこは、さまざまなスキル・ノウハウをお持ちなので、子

育て分科会としてもたくさん学ばせていただきたい。将来的には子

育て分科会単独でこのようなイベントが開催できれば良いと考えて

いる。 

 

質問：子ども会主催の気球イベントについて訊きたい。子育て分科会

とは連携しているのか？市街地内で実施して大丈夫なイベントなの

か？ また、良いイベントなので参加したいし、ビデオの撮影なども
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お願いしたい。 

回答１：それは、子ども会が単独で実施するイベントである。気球は

５０ｍ✕５０ｍの範囲で高さ３０ｍまで上昇させる。参加は子ども

会の親子１００名で定員に達している。 

回答２：未来会議は実施に携わっていない。 

 

高齢者分科会：支え合い準備委員会 

・ 支え合いボランティア募集チラシを３０００部印刷し、１０月

２日の自治連合会、１０月８日以降に開催された評議員会にて説明

の上、全世帯に配布した。説明会参加申込書の提出期限は１０月２９

日(土)、説明会は１１月１３日(日)に実施予定である。その日に参加

できない方のために１１月２０日(日)にも説明会を実施する。 

・ 利用者に対する趣意書と「困り事調査票」を、評議員を通じて防

災調査票と同時配布してもらった。差出人は自治連合会長・各自治会

会長・支え合い委員会委員長とし、組織全体で活動していることをお

知らせした。集まった調査票は１１月１０日までに結果を取りまと

め、１１月１３日の説明会で参考資料とする。 

・ これまでに集まった調査票を見ると、ゴミ出しなどの要望はな

く、回覧の電子化への要望が数件あった。越境している枝を切って欲

しいという要望もあった。「困り事調査票」の提出は随時受け付けて

いる。最終提出依頼日は、後期の自治会費徴収の際に評議員に回収し

ていただく時である。 

・ ボランティア活動のサービス実施者に対する、「自身のけが」「損

害賠償」「感染症」などへの補償を目的に保険に加入したい。１０月

５日に生駒市社会福祉協議会を訪問してサービス内容を説明し、種

類・掛け金・補償範囲などについて不明な点を調査した。有償サービ

スとしての保険「福祉サービス総合補償」に加入する方向で検討中で

ある。１０月２６日の支え合い準備委員会全世話人会にて検討・決定

する。 

・ 利用者間の公平性と過分な金品の受け取りを回避するため、サ

ービス対価は会費に加えて、サービスごとに定めた利用料金を金券

で支払ってもらう方式を考えている。この収入を、消耗品・備品費な

どとともに保険料の支払いに充てたい。 

・ ボランティア実施時の技術については、統一作業技術基準を説

明会に向けて暫定的に策定し、応募者と項目ごとに検討して順次制

定していく。マナーについては、「ボランティアさんの募集の説明会」
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パンフレットの「ボランティア活動に参加して頂ける方に守ってい

ただきたい事」を基本に会則として制定する予定。 

 

 質問：ボランティアさんの応募はあったか？ 

回答１：最終結果はまだだが、現在はほとんど集まっていない。 

回答２：自分の地域（東西南北）を超えてサービスを提供するのは遠

慮したいという意見もある。 

 

質問：サービスを受ける人は保険に入らないのか？ 自治会保険に

は入れないのか？ 

回答：サービス実施者であるボランティアさんが対人・対物・感染症

の保険に入るので、その範囲でサービス利用者に支払われることに

なる。保険の掛け金はサービス実施者の人数✕稼働回数で算出され

る。次年度からは前年度の実績で保険料が決定される。有償労働に相

当するので、自治会保険には入れない。 

 

交流・文化分科会：森のコンサートについて 

・ ４月２日に未来会議で「森のコンサート」を行ったが、秋にはオータ

ムフェスタもあり、そちらに集中するため未来会議としてのコンサート

実施は見送った。他方で、Toiro が独自に中央公園で秋のコンサートを

実施する予定で市の担当部局に申請を行っている。 

 

・ Toiro 渡辺さんからの説明： 

－生駒市が公園の利用促進を呼び掛けている。春の森のコンサートと

同様の形で秋のコンサートも行いたい。 

－人気のキッチンカーを呼ぶ。家族で楽しむ場を提供したい。 

－西側ステージでの昼間の電源利用が可能となるよう自治連合会長か

ら要望している。実現のため、頻繁に利用している実績を残したい。 

－生駒駅前のベルテラスや真弓のふろーらむなどと同じように使える

よう、中央公園の使用ルールを明確にしていきたい。 

－チームたけのこのイベントと時間をずらし、１２：３０から出演グ

ループ数を絞って(７団体)実施する。 

－大きな音を出さず、鹿ノ台のメンバーは出演せずに周辺の見回りを

行う。 

－みどり公園課から紹介された、一般財団法人 公園財団主催の「公園・ 

夢プラン大賞」に応募した。 
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質問：未来会議で音楽祭を行ったが、今回は Toiro 独自での開催とい

うことか？使用許可は下りているのか？ 

回答：Toiro 単独の申請であり、許可は下りると思われる。キッチンカ

ーなどの収益事業の公園利用料は今回の場合、約７０００円かかる。

キッチンカーとマルシェが１店あたり５００円を負担し、市に支払

う。鹿ノ台でも多様なグループが中央公園を使いたいと望んでいる。

そのルール作りをしたい。 

 

意見：この企画には、騒音、会場整理、感染症対策、駐車場など、いろ

いろな問題があり、公園の有効利用の観点での議論をするきっかけ

になる。気球もヘリコプターに近い騒音がある。早朝 7 時からその

ような音を出すことに近隣への十分な説明が必要である。 

 

意見：生駒市緑の市民懇話会のメンバーとして、生駒市の緑の基本計

画の策定過程で、今後十年間の生駒市の公園の在り方などについて

協議をする予定である。皆さんの意見も聞いてみたい。 

 

意見：春のコンサートでは、警備は地安推が担った。今回はそれがな

い。渡辺さんが自主的に腕章を調達して警備の存在を示す形で随時

巡回するようにしてほしい。付近の皆さんに迷惑がかかるので、その

方々に納得していただけるよう実施して欲しい。 

 

意見：チームたけのこは年度の最初から１１月６日にイベントを企画

しており１４８人が来場する。その半分は子どもで、開催時間は１２

時までだが、全員の退場は１３時くらいまでかかるだろう。渡辺さん

からは１１月６日の開催は見送ると聞いてホッとしていたのに、ど

うして日程を戻すのか。子どもの安全が非常に心配だ。 

 

意見：中央公園は専用駐車場もなく、住民が近接して居住しており、生

駒駅前のベルテラスや真弓のふろーらむと同等の広場とは言えない。

申請した個人や団体がいつでも好きに使えるようにするというのに

は抵抗がある。また、今回は未来会議が主催ではないので、「森のコ

ンサート」という名称の使用は誤解を招く心配がある。 

 

意見：自治会や連合の主催ということであれば周辺の理解も得られる。

そうでない今回は、周辺の皆さんの誤解のないよう「森のコンサート」
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という名称は変更する方が良いだろう。未来会議が責任を負えない

ところで批判されるのは困る。 

 

回答：鹿ノ台が難しいのなら、これまでもベルテラスやふろーらむで

コンサートをやってきているので、今後はそちらでやることは可能だ。

ただ鹿ノ台の西側ステージで演奏するのは気持ちが良いので、住民が

納得する形で利用していきたい。 

 

質問：イコマニアの承認が下りていないと聞いているが。 

回答：イコマニアよりも、公園の使用許可が重要だ。みどり公園課の許

可が下りればイコマニアに認定される。イコマニアに間に合わなく

ても問題はない。名称は変更できる。 

 

意見：たけのこのイベントと重なっていることで交通安全に懸念が生

じる件についてはどうするのか？ 出演者やキッチンカーの車の誘

導もきちんとして欲しい。コーンを置いて注意しないと駐車されて

しまうので、それも手配して欲しい。 

回答：腕章を借りて、１２時以降にいそかわの前の交通整理を行うよ

うにする。駐車場も小学校にお借りしているので、問題ない。 

 

質問：たけのこイベントではスタッフを駐車場に配置しており、民生

の方々にも交通整理をお願いしている。ふれあいホール、いきいきホ

ール、中学校北側駐車場を利用するが、徒歩での来場をお願いしてい

るので、満車になることはないはずだ。しかし、たけのこイベントが

１２時過ぎに終わり、１２時半からキッチンカーが出るとなると、一

斉に子供たちが公園に移動する可能性が高い。そういう状態に安全

上の懸念があるので、１３時からの開催にしてもらえないかお願い

してきたのだが、本当に変更は無理なのか？ 

回答：キッチンカーの事業者は生活がかかっており、開始時間の変更

は難しいが、検討する。 

 

意見：たけのこイベント主催者としては、このコンサートの開催に合

意することはできない。 

 

結論：コンサートの名称を変更し、時間を１３時からに変更して、申請

をし直してください。 
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鹿ノ台コミバス９月の乗車実績 

・ １０月２１日奈良テレビ「ゆうドキッ！」の「いきいきまちだよ

り」コーナーで、鹿ノ台コミバスの運行状況が 1 分程度放映された。

見逃された方は録画の映像を OneDrive から見ることができる。連合

ホームページにも掲載していただくよう依頼している。 

・ ９月は運行日数が１１日で、乗車総数５２６名。一日平均 47.8 人(8

月は 47.4 人)だったが、今後５０人台にしたい。奈良県主催地域交通

セミナー来場者十数名が乗車した 7 日と、奈良テレビ取材日の２８日

は乗車人数が多かった。 

・ 乗車実績の内訳は、午前５５％(8 月は６０％)で午後の乗車が増え

た。気温とコロナの落ち着きが関係しているだろう。１１％はいきい

きホールで降車しており、いそかわや商店街、いきいきホール・ふれ

あいホールを利用していると思われる。つじもと医院は休診があり降

車が少なかった。 

・ 登美ヶ丘降車は全体の４７％と微増である。登美ヶ丘降車のうち、

午前は７９％、午後は２１％である。登美ヶ丘乗車は４２％で、その

うち午前が２６％、午後７４％となっている。鹿ノ台内からの乗車は

５８％となっている。 

・ 地区別では、東からの乗車が３９％、西からの乗車が２０％、南か

らの乗車が１４％、北からの乗車が２７％であり、８月と似た傾向だ

が、少し北地区からの乗車が減っている。 

・ 毎日乗ると状況がよく分かる。先週も、バス停にベンチがないので

歩道と車道の段差に座り込んでおられる方がいて、運転手や通りがか

った方々が協力してバスに乗せるという状況も見た。実際に乗ってい

ただくと、利用の実態を見えてくる。 

・  

質問：いそかわの前で荷物の積みこむのにサポートをしたらコミバス

利用も増えるのではないか？ 

回答：ダイヤを変えて、特売日の火曜日にバスを走らせるようになっ

たら、荷物のサポートも検討したい。自治会からいろいろ提案をいた

だいているので、可能なものは実現していきたい。ダイヤ変更をする

としても、手続きは早くて年明けだろう。                 

 

質問：鹿ノ台で乗って鹿ノ台で降りた人はどのくらいいるのか？ 

回答：鹿ノ台で降りる人は５３％。鹿ノ台の内部利用で１９０円は高

いと言われる方が多いが、生駒市コミバスの方針として、初乗り運

賃はすべて２００円に統一されているので、変更は難しい。今イン
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センティブとなる他の方法を検討中である。「ひまわり」を使えば

実質１６５円(1 回当り２５円割引)で乗れるので活用して欲しい。 

＊ひまわり回数券・ひまわり CI-CA については、奈良交通のウェブサイトをご参照

ください。https://www.narakotsu.co.jp/rosen/cica/prepaid.html 

その他 

鹿ノ台ホットだよりへの質問：連合の報告や未来会議の報告、連合ホ

ームページや回覧でのいろんなお知らせがすでにあり、ホットだよ

りは屋上屋を重ねることにならないのか？ 紙ベースにすれば費用

もかかってくる。 

回答１：紙ベースでの回覧は検討していない。これは、すでに決まっ

たことをリマインドするための媒体としてＩＴ普及委員会から提案

された。これを結ネットで回覧している。ホームページへの掲載も

あり得る。 

回答２：いろいろなイベントが同時進行しており、すべて覚えていら

れないだろうと考え、まとめてみた。各委員会・団体の世話役の方

がそれぞれで活用していただければと考えている。 

 

意見：そういう趣旨だとすれば、すべてのイベントが網羅されていな

いのは問題ではないか？ また、何度も何度もお知らせが来ると感

じる。 

回答：連合役員や未来会議メンバーはそう感じるだろうが、そうでな

い人々にはそれほど情報がない。 

 

意見：黒田さん個人で発行するのではなく、ＩＴ普及委員会として発

行することで、複数の人の議論とチェックを経るようにしたらどう

か？ そうすることで間違いや掲載漏れが解消できるのではない

か？ この媒体の位置づけも議論して欲しい。 

 

意見：連合役員会の議事録には、この件に言及がない。自治連合会で

出したいのなら自治連合会できちんと話し合って正式に承認して欲

しい。未来会議の議題ではないので、ここではこれ以上は議論しな

いことにする。 

 

https://www.narakotsu.co.jp/rosen/cica/prepaid.html
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次回 

日時 

１１月２０日（日）１３：３０ – １６：００ 

「南北」の構成員及び幹事は 13:15 集合 

会場 

西集会所 

以上 

 

 


